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櫂蒙″塞の製果 すヽ ∫記言己

仁平 勲

毎年 1～ 2回海外遠征をしていた私も、1985年のManila,Zamboanga lPHILIPPINES)を

最後に行く機会を作れず、とんと御無沙汰となってしまつた。これは会社での地位がち

ょっと上り仕事が忙しくなって、長期休暇を認めてもらえなくなってしまったのが最大

の原因である。ペーペーでいる事が家族にとってはどうであるかは別として、どれ程気

楽で虫に対しての時間がもてるかということを痛切に感じる今日この頃である。

しかし海外の虫に対する情熱はすてがたく、すきあらばと狙っていたところ、どうに

か 4日程の休みがとれそうになってきたので気楽に行ける香港あたりはどうかなと思っ

て、「香港へ行くぞ」と妻に打ち明けたら「私も言ってみたい」「俺も行く」と長男迄

名乗りをあげ、ついに家族 3名で急拠本当に行くことになってしまった。

「19,、 6、 12)1久 しぶりに機上の人となった私はこれでや
つと南方の蝶に会えるな、と

思うと何となくセンチメンタルな気分になったものである。しかしパックツアーであり

家族と一緒なので、まずは観光主体で仕方あるまいが、半日位何とか蝶に会える機会を

作りたいと密かに考えていた。尚香港とは大陸の一部九龍半島部分と香港島他の島から

なる国で九龍半島、香港島は海底 トンネルで結ばれている。  |
23日 は一日中市内観光、夜景で有名なビクトリアピーク付近は昼間 P.paris(ボロ)

やマダラ類が多数見られた。この辺りは比較的自然が残っており手軽な採集地かもしれ

ないが、車の往来が激しいので要注意である。道路脇にはタイワンエノキが多く、時期

にはアカホシゴマダラが乱舞するという、海水浴場として有名なレパルスベイの海岸に
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はルリモンジャノメ、マダラ類が見られたが、前者は後日山間部では全く見られなかっ

た。

24日 はマカオヘ観光に行ってしまった。全く自然というものがなく汚い町である。な

んと日本の皇居の広さに60万人の人が住むという、中国国境はすべて鉄条網が張られ、

肉眼で機関銃を構えた兵士のいる監視塔を見ることができる。人人人だけの町である。

多くの家族は6畳一間位に 7～ 8人位住み、5～ 8段ベットに寝て、食事は交代で立っ

てするという、カジノだけが有名ななんとも恐ろしいところである。

夜、香港の友人 Louis氏 に会い、中国の蝶事情や小岩屋、野瀬両氏の話と共に今、中

国当局に新海氏他 3名がつかまったという話を聞いた。Louis氏のオナガギフ他パルナ

シウスの標本を拝見した後 P.oarisと Po cephalusを お土産にもらった。さらに香港在

住の浦野氏に会い、 ドイツの一番絞リビールをごちそうになりながら、ホモサピエンス
♀の話や香港の蝶について伺い、ついでに半日の採集地として城門水糖を紹介して頂い

た。

25日 、午後の帰国便フライト迄自由行動ということで家族はツアーコンダクターにあ

ずけ、一路城門水糖へと向かった。

九龍の中心地、チムシャツイより地下鉄で 終点のツエンワンま_で約20分 (日本円約
100円 )、 そこよリタクシー約 15分 (800円 位)で城門水糖へ着く。

城門水糖は文字から何となく想像がつく通り、ダムという意味で大きなダムがあり丁

度そこが山地への入口に当たるというような所である。教わった通りの小道をたどり山

へ向かって歩きだすと、マグラ類が多く、時折アカホシゴマダラの白い♀が混じってふ

わふわと飛ぶ。 Po parisも ボロながら青紋を光らせて飛び出す。キチョウ類や南方特有
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の小さなジャノメ類もたくさん見られ、Faunis eumeusも多い。骨っぼいものはいない

が蝶の数は多くなかなか前へ進めない。舗装された自動車道に出て右に向かう。ツマ
ベ

ニ、メスジロキ、タイワンゴマダラ、アカネシロ、イシガキ、真っ白なナガサキ♀等に

出会う。所々にある湿った所や水たまりにはアオスジ、ツマベニ、キチョウ、ナガサキ

クモガタシロ等の♂が吸水に集まり、時々小生の好きなセセリの一寸良さそうなものも

現れる。道はなだらかで暗い樹林から開けた場所へと交互に抜けながら続いている。整

備されているが自然はきちんと残されており、一級品の好採集地である。そのうち歴険

公園というカンバンが出てくるが、_Fの辺りから先は煎にもまして蝶饗ダ多ぃ1_ムLLJ
りに沢山の蝶に会えていささか興奮気味の私であつた。 C.polyxenaやルリタテハ、ス

ミナガシ等のタテハ類も飛び出し始め、たちまち三角ケースは一杯になってしまった。

´ ベニボシイナズマもいるといわれたので、期待していたがとうとう会えずじまいであつ

vヽノ  たが、時間が気になるので適当な所で引き返した。自然が少なく蝶など期待できないと

思っていた香港でこんなに沢山の蝶に会えたという事は全くの驚きであり、わずか一時

間半位の採集であつたが本当に満足し、チムシャツイヘと戻った。只時期的なものかシ

ジミ類の少ないのが一寸気になつたものである。

下記に城門水糖の略図を記しておく。今後、香港を訪れる人の参考になれば幸いであ

る。尚香港では他にランタオ等、Taipo Kau Forestが良い採集地であるという。最も手

軽な採集地としては、ピークトラム駅 (ロ ープウエイ)近 くの香港動植物園が挙げられ

る 。

ポ歌■t賀
橙聡ムコ

`洛tく

ヽ 口
4ヽ        ⌒

―ヽ

Xl

、進む

/      /

ミミ〕ヽ、、 タバむF可刻〈χむ
ヽ

(ISAO NIHIRA 〒180武蔵野市吉祥寺北町 1-17-7)

ヽ    ＼
＼     ＼
ヽ
ヽ



世田谷区の屋内の蛍光灯に集来した甲虫
沢田 和宏

夏の夜に多くの昆虫類が灯火に集来する事は従来より知られており、山間地などにお

いてブラックライ トや青色蛍光灯を用いて採集 した報告は割合見られるようである。

筆者は1990年の初夏から秋にかけて、自宅の屋内において、蛍光灯の灯 りに誘われて

集来 したと思われる甲虫類を若干採集 したので報告 しておきたい。

採集地は世田谷区上用賀の自宅の屋内で、筆者の机のうえに置かれた卓上スタンドの

自色蛍光灯 (15W)で ある。甲虫達は、まず部屋の蛍光灯 (昼光色、18W X 5本 )め が

けて飛来 し、それが更に机の上の卓上スタンドに飛んで来たと思われる。

筆者宅環境は、周囲は家が建ち並び、雑木林も畑も見られない、東京近郊のどこにで

も見られる極 く普通の住宅街である。

採集期間は 5月下旬から10月 中旬に及ぶが、それぞれの採集時の天候、気温などは特

に記録 しなかったので、それらとの関係は不明である。

報告に先立ち、一部の種を同定 していただいた和泉敦夫氏に心から御礼申し上げる。

1、  ヒメコガネ                Anomala rufocuprea MOTSCHULSKY

l ex.  4-― Ⅶ-1990

2、 クシヨメツキ       MelanOtus legtus CANDEZE

l ex。    16-― VIl―-1990

各地に多いコメツキムシで、23区内では大田、板橋、港などの各区から採集記録があ

る。

3、 ヒラタキクイムシ     Lyctus brunneus(STEPHENS)

l ex.   9-― Vlll―-1990

4、 ジンサンシバンムシ    Stegobiulm paniceuln(LINNE)

l ex.   23-― VIl―…1990  ;   l ex。    13-― IX―-1990

5、 タバコシバンムシ      Lasioderma serricorne(FABRICIUS)

l ex.   27-VⅢ―-1990  ;   l ex.   12-X-1990

上記 3種は屋内で発見される甲虫の常連である。

6、 シロオビカッコウムシ   Tarsostenus univittatus(ROSSI)

l ex.   21-― VI―-1990

ラワン材に侵入するヒラタキクイムシなどを捕食する甲虫であり、屋内で昼間に時

々採集される。

7、 ルイスコオニケシキスイ  Cryptarcha lewisi REIWER

l ex。    10-― Vlll―-1990
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クヌギの樹液に見られるケシキスイであるが、自宅の周囲にはクヌギは無く発生地

は良く分からない。

8、 セモンホソオオキノコムシ Dancne picta CROTCH

l ex.   7‐―VI―-1990

普通はカワラタケなどのキノコに見られるオオキノコムシだが、自宅の周辺にはキ

ノコ、朽木類は全く見られず、どこから飛んできたのか不明である。

9、 クロヘリヒメテントウ   SCymnus hoffmanni WEISE

l ex.   10-― VE―-1990

Harmonia axyridis  (PALLAS)10、 テン トウムシ

l ex.   25-V-1990

Chlorophorus annularis (FABRICIUS)11、 タケ トラカミキ リ

tノ       l eX.   10-Ⅵ -1990

以前は住宅街などでも普通 に見 られたものだが最近は少なくなったようだ。

Plagiodera versicolora  (LAICHARTING)12、 ヤナギル リハムシ

l ex.   1-Vm-199o

現在でも都内の各所で普通に見られるハムシであるが当地では初めて採集した。

Pyrrhalta口aculicollis  (MOTSCHULSKY)13、 ニ レハムシ

l ex.  6-Ⅵ -1990

本種はニレやケヤキに付くハムシで、ケヤキは家の周辺にまだ少し残っている。

14、 サビクチプトゾウムシ   Canoixus japonicus ROELOFS

l ex.   2-Ⅷ-1990

カキの木から発見されるゾウムシで、隣家にカキの本があり、そこから飛来して来

、23区内の記録も筆者の知るかたのであろう。図鑑によれば採集例は少ないようで

例のみである。ぎりでは板橋区の 1

~/  
以上 12科 14種の甲虫を報告したが、特に変つた種類が採集されたという訳ではない。

しかし、上記でも述べたが14種の内、採集されて当然と思う種もいれば、いったいこの

甲虫はどこから飛んで来たのだろうと不思議に思う種も含まれており、筆者には大変興

味深く思われるのである。

ているとは思われないような環境でも、虫達は意外としぶとく一見、甲虫など棲息し

生き続けているようである。

(KAZUHIRO SAWADA 〒 158世田谷区上用賀 6-32-5)
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1989-Ⅶ -28。今日は採集を早めに切り上げてジョホール空港へ向かう。いよいよ憧れ

の BORNEOに向かうときが来たのだ。最初にきつい採集地を選んだのも、後半はなんと

いっても、天国のクチンで思いきり羽を伸ばそうと考えていたからである。すでに春の

採集である程度土地カンもあるので夕食のひどい辛さも何のその、足が完全に宙を舞っ

ていたのであった。

交代で夕食をすませて、いよいよ出発の時刻が近づいて来て、アー、ヤレヤレと思っ

て時計を見るが、いっこうにコールが無い。新村氏がよくある事だと皆に説明して、納

得 ??し ない位の時が流れてしまった。そのうちに滑走路のほうが騒がしくなり、何や
ら赤いサイレンを点滅しながら何台もの車両がいったり来たりしている。もう今日はこ

の空港で夜を明かすのかと思い始めたころ、ようやく出発ロピーに入ることができた。

全く今回はよくよくツキが無いというかツキまくっているというか、ナナナントントン

我々が乗る飛行機がエンジントラブルで今まで修理をしていたとの事である。例の八丈

島へ50回 も乗った 737で ある。しかも中にクアラルンプルからの乗客を乗せたまま修理

をしていたという事が、機内に缶詰にされていた人の話でわかった。皆で思わず顔を見

合わせてそれからの 1時間はキリストやマレーの神々に急遠入信する事にした。けなげ

な我々を神が見捨てるはずが無く、無事飛行機はクチンヘと着陸したのである。

一方、クチンではN氏が何回も出迎えに来てくれたのだが、全く話にならず (マ レー

シア航空でもダメだと言っていたらしい)寝てしまう事にしていたが、ムシの知らせで

連絡を取ってみると、飛んだ、という返事に駆けつけてくれて感激の ?再会であった。

清潔で快適なホアフィック・インで深い眠りに落ちたと思ったらもう朝であった。さ

すがに昨夜の疲れが残っている感じであるが、一応案内係 ?と いう立場もあるのでズル

ズルとベッドから動きだす。体力の回復して来た長谷川・磯員の両氏は、早くネットを

振 りたいようであるが、マレーシアスタイルがいたく気にいっているノlヽ生は委細無視し

て、まずは中心街にある茶店兼レストランヘ行くことにする。ここでテ・ オ・ぺなどと

怪しげなマレー語を?使いながらの朝食となる。いろいろあるが、ゆで卵とラーメンあ

たりが定番である。もっとも、小生の卵好きはかなりのもののようで、医者からも食べ

過ぎないようにと言われている程なので、ほかの人に合うかどうかは保証の限りではな

い。

カンカン照りの中をいよいよお出かけである。例によってパイナップルとバナナを仕

入れて山に向かう。この辺りは本当に良い採集地であったのだけれども、現在ではすで

に採集は完全に禁止となっている。原因は、一部日本人のマナーの悪さが目にあまるの

でという余りにも情けない結末なのである。この文章を書きながら、過去に日本であっ
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たような採集地荒しが、海外でもすでに大問題になっているのだと言う事を痛感してい

る。その大きな原因のひとつが、小生のように海外の採集記を書く人々にある事はもち

ろんであるが、何か割 り切れないものを感じるのは、小生一人であろうか。

季節は移り、タテハ、シジミ、セセリの天下である。春に見られたアゲハ、シロチョ

ウは極端に少ない。最も、珍品というのはこういう季節はずれに出ると言う事を後でた

っぶり教えられる事になるのだが。

クチン近郊の主な成果 (7月 29日 )

Eurema andersonii 1♂

1♂

2♂

1♂

1♂

1♂

E. simulatrix

A. anthelus

Alltinus leogoron I J

Jamides zebta

J. aratus

Arhopala allata

Lexias canescens

Euthalia

Tanaecia

Mycalesis maianeas

Euploea crameri

2♂♂ 2♀ ♀

多数

多数

l ex.

l ex.

7月 30日 、体調も十分なので、クチン郊外の山のピークを目指す。熱帯の山は日本で

考えるよりもはるかに頂上に立つことは難しい。日本ならどう見ても3時間と言う感じ

の山に、 6時間かかっても登れないと言う事も良くある。幸いにして昼前に頂上に立て

たこの日は、まさに人生最良の日と磯貝さんに言わしめた、まれにみる絶好の条件が揃

っていた。海から適度の風が吹き、上昇気流が心地よく頬をなでている。グリーンメタ

リックに輝くムツポシタマムシが飛来し、狂喜していると、さらにもう一頭と言う感じ

であつた。

チョウの方はと言うと、カシの本に登っているとベニボシイナズマ、ボルネンシスフ

タオ、シュライベリーフタオと言ったタテハが次々に飛来し、ベニボシイナズマをネッ

トした磯貝さんは、感激のあまり、木の上で両手を広げて地面に落下したのである。慌

てて駆け寄る′卜生に、ニッコリと笑いながら「もう最高だよ。」マ、マサカこのまま*

*家族に何と言って報告したらいいのかとオロオロしてしまった。「傷は浅い、しっか

りしないと」と言いかけて体を見ると、血がダラダラとウン??ゼンゼン流れていない
のだ。幸運としか言いようが無い。足に打撲傷があるものの、ほとんど無傷と言って良

い。やはり虫の神様が、部長に絞られながらもしぶとく23日連続休みを取った彼氏の意

気込みに憐憫の情をかけられたのに違いない。

ここでベニボシイナズマを採 りたい人のために、少し生態的な事を記しておくことに

○



する。ベミボシイナズマ類は、一般にオスは山頂の吹き上げでテリトリーを張っている

ので、当然そのような所を狙う事になる。欠点は、条件のいいポイントは我々一般人が

近づきにくいと言う事である。そのようなピークは軍事施設になっている事が多く、立

派な道路があっても、全く歯が立たない。そして軍事施設が無い山には、当然ながら道

路が無い。案外条件のそろった山など無いと言う事になるのである。

運良く条件がそろったピークに立てたとしよう。山頂と言えども我々が使用するサオ

の長さは、当然ベニボシイナズマがテリトリーを張っている梢には届かない。後はサル

のまねをしてスルスルと木に登ってネットが一閃。見事にネットイン。となればめでた

しめでたしといくのだが、ご同輩諸君、良くわかっての通 り、中年には肥満と言うつら

い現実がある。梢を見上げて出るのはタメ息ばかり。このままでは余りにもクヤシイ人

に送る必殺のテクニックは、単純なオスの追飛を利用した石投げ作戦なのである。まず

ベニボシイナズマの止まっている枝より上に石を投げ上げるのが基本である。この仲間

はかなりしつこく追飛するので本当に低い所まで下りてくる。そこでネットを振ると見

事に逃げられるのである。この戦法ではネットをあらかじめ上向きにセットして置き、

そのネットの口に投げた石が落下するようにするのである。投げる時に石の描く放物線

をしっかりと計算してコントロールの勝負と言う事なのである。まあ、だまされたと思

ってやった人の勝ちである事は間違いありませんネ。

続いてシュライベリーフタオについて一言。前種と同じ様に条件のそろったピークに

立てないと話にならないのだが、ベニボシと違って、飛来するとすぐにべったりと樹木

の葉に止まってしまい、案外鈍感なので驚いてしまう程である。もちろんこれはオスの

習性であるが、小生がピンピンのメスを採った時にN氏に「木の周りを廻った後簡単に

止まるよ。」と言われ、そんなバカなと思ったものであるが、本種に関してはオスの占

有行動とメスの産卵行動が、非常に似ていると言えるのである。つまり、メスの産卵行

動は食草の廻りを何回か旋回して、確認していると思われる動きの後に、おもむろに葉

や新芽のそばに産卵をするというパターンが多い。最初にオスの行動を見た時には、て

つきリメスと思いこみ、ぬか喜びに終わったものである。

沖縄の石垣島に行くと、夕刻に定期便のようにスミナガシとアオバセセリがやつて来

る。一日の終わり方としては仲々素敵なものである。この南の島ボルネオにまで、スミ

ナガシは分布している。いかにも日本人好みの蝶であるので、すこし気がついた事を述

べてみる。

1989年 7月 30日 、クチン郊外の標高約800mの山頂に夕日が差す時刻になっていた。樹

木の陰が長く尾を引き、山頂に向かう山道が日陰になるころ、どこからともなく、スミ

ナガシが山頂に飛来した。また一頭、また一頭と次々に飛来し、30分ばかりの間に20ex

程であった。止まる場所は比較的低い所で、3段のネットで全く楽勝である。

採集をしていてすぐに気がついた事であるが、飛来するスミナガシの鮮度は明らかに

先に来たもののほうが良く、最後になるにしたがって、だんだん古いものになっていっ



た。更にこのことを証明する事になったのは、翌日以降の人々であった。この日の戦果

を聞いて翌日山頂に向かった人たちの採集品は予想通り?ボロボロのものまでと言う結

果だったのである。

最後に、今回のトラップについて少し図を交えて話をしておくことにする。

ジャングル内を通る踏み分け道が一番のポイントだと考える。廻りの本が高くても、

適度の空間があれば多くの蝶が活動場所にしている。そこにおいしいエサがあれば当然

の事ながら、納得できる成果が上がると言う仕組みになる。

(見及図)
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今回の採集でもっとも成果の上がったのは、もちろんタマムシであるが、その他の甲

虫もなかなかのものであつた。しかし、海外の採集では、きちんと整理して発表するこ

とが難しい場合が多い。蝶でさえもセセリ、シジミといったところは、素人に使いこな

せる図鑑がなく、やっとボルネオの蝶 2巻が出て、まとめることができそうな情勢にな

り、本当に嬉しいなと思っている。タマムシのほうは、かねてより大言壮語しているよ

うに、インド～オーストラリアの図鑑作りの中に組み込まれているので、今回もまった

く触れないことにするが、それでは今回の成果を自慢できないので、ピンチ・ ヒッター

としてクワガタムシのほうを登場させてもらうことにしたいと考えている。最近はクワ

ガタムシの人気はとどまるところを知らないようなので、目立ちたがりの筆者としては

ウズウズしていたのも事実である。なを、詳しいデータを省略させてもらったが、今回

の採集記に出てくる期間で、産地はすべてクチン郊外のボルネオ西部である。

Hexarthrius deyrollei??

マレー半島のものとは違 う。

れ,言己金飛。     85mm.

10

Hexarthrius mandibularis 96mm.



し

0dontolabis sp. & 76mm. 50mm.同

Dorcus hopei 56mm. Prosopocoilus passaloides 28mm.

|
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Gnaphaloryx opacus 35mm. Aegus sp. 45nllD。

0dontolabis striatus J+ 32mm. Prosopocoilus zebra c/ I 43mm.



Odontolabis dalmani  ♂ 43111111.

13

Dorcus sp. 61mm. 55mm.

∪



Lexias cyanipardus (Pontianak) 同 (Kuching)

Allotops resenbergi 40mm.「国語」氏と夕食中の筆者

(SHIGERII ENDO 〒187小平市小川東町 2-13-7-201)

冬
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1990年 度蝶類採集 (観 察 )報 告          ‐

指田 春喜

先に筆者は、『 1988年 度蝶類採集 (観察 )報告』および『 1989年 度蝶類採集 (観察 )報

告』を本誌 (No。 25,18,1999),(No。 26,21,1990)に 報告した。地方会員の近況報

告という意味合いでもあり、今回は引き続いて1990年度分を報告する。

○石川県金沢市山科町 Mar。 ,11,1990
数年続きの暖冬であるが、今冬はよリー層に暖かく、北陸のギフも初見日の記録が更   |
新されるのは早くから確実視されていた。しかしながら、3/11は ちょつと早すぎ
たか ! でも、同日小松市内でη♂採集 (松井正人氏採集 )さ れた。          |

―`′ ○石川県能美郡辰口町館 Mar。 ,2η ,1990
ギフチョウ 10♂ ♂      スジグロシロチョウ 1♂
サクラの開花はまだであつたが、ヤマザクラはすでに開いており、ギフの♂はややカ

スレていいるのもいた。

○福井県南条郡南条町本ム山 Mar。 ,25,1990
山頂のポイントに午前 10時着。天候は晴れなれど、気温が低く、さらに風強し。    |
12時 まで粘るが、ギフは目撃できず、退散。
○福丼県南条郡南条町オム山 Apr。 ,2,1990                 1
ギフチョウ ]4884♀
一週間前の雪辱戦。頂上の奥のトイレ (?)前の陽だまりがポイントであり、南側の   |
斜面で発生しているらしい個体が上がつて来る。

○福丼県南条郡南条町南条駅西側周辺 Apr。 ,2,1990
ギフチョウ 4♂ ♂2♀ ♀    コツバメ 1♂ 1♀

V′    この周辺一帯でかなり広い範囲にわたリギフは発生しているようであり、このポイン  |
卜は適当に目星を付けた所であり、午後 2時を過ぎてはいたが、6頭追加できた。

○石川県石川郡白峰村白峰 Apr。 922,1990                 1
ここ白峰のギフが欲しくて、今年も昨年に続いて入山するが、日撃できず。残念 !    ‐

○石川県金沢市医王山 May,13, 1990                     ‐

ウスバシロチョウ Ca.20exs  コミスジ ηex  べニシジミ 1♂ 1♀
ウスバシロは 1週間程前から発生している由。道路沿いの畑の回りなどで多数発生し  |
ていた。採集した日本海側のこの黒い個体は交換用であり、後日スペインの友人に送

られ、Po apoloと なって私のところに戻つて来た。ウッシシ !          |
○石川県金沢市医王山 May,17,1990
ミドリシジミ (幼虫 ) 86頭

15



医王山山麓の俵小学校の前の湿地に生えるハンノキよリミドリシジミの幼虫採集。沼

際のひこばえで3～ 4令を 1時間で採集.終令に近いものは寄生されているものが多

いが、すぐにサナギになつてくれるので飼育期間が短く、不精な私にはこの方が向い

ているのである。

○石川県石川郡吉野谷村中宮温泉 May,19,1990
アサマシジミ (2～ 4令幼虫)57頭
昨年30頭程を採集した温泉上のポイントのナンテンハギの株には、今年も2～ 3令

の幼虫10頭程が摂食中であつた。他の株には全く付いてなく、自然保護センター前

の河原に転戦。こちらの方が少し大きく、ほとんどが3～ 4令。η株に付いている幼

虫の数は少なかつたが、ほとんどのナンテンハギの株にアサマはいた。でも、寄生さ

れている個体が多く、得られた成虫はあまりに少なかつた。グヤジイー !

○富山県中新川郡上市町小又川 May,20,1990
クモマツマキチヨウ 3♂ ♂1♀ (目 撃 )

本種は富山県の天然記念物に指定されている由だが、その旨を周知させるための掲示

・ 看板などは辺りには全くない。当然なすべきことを怠り、地域ナショナリズムに凝

りかたまつた感情だけで、県外の同好者を排除するという悲しいまでに愚かな自然保

護論を振りかざす関係者を糾弾するとともに、猛省を促したい。

○石川県金沢市医王山 May,27,1990
ミヤマセセリ (汚損),ミ ヤマカラスアゲハ (春型ボロ),べニシジミ,サカハチチ

ョウなどが見られただけで、ちようど春の蝶と初夏の蝶の端境期といつた感じであり、

ろくな蝶がいなかつた。

○兵庫県小野市青野ケ原 」un。 ,lo,1990
ヒメヒカゲ 21♂ ♂3♀ ♀   ヒオドシチヨウ leX
ウラギンスジヒヨウモン 28♂
これまで、どういう訳かヒメヒカゲの採集経験が少なく、ろくな標本がなかつたので、

思切つて当地まで出掛けたが、やはり金沢から兵庫県までの日帰りはきつかつた。

この自衛隊の演習地一帯で発生しているとはいえ、ポイントに入らないと極端にその

数は少ない。午前中あちこちを歩き回つたが、ほとんど採れず。午後 1時過ぎに採集

者が少なくなり、人が帰つたその場所でやつと20頭程をネツトできた。ちよつと情

けないが、「ここは関西なのだ。よそ者だからしようがない。」と妙なことで自分自

身を納得させた。

○石川県金沢市医王山菱広峠 」un,17,1990
フジミドリシジミ 10(新 鮮)ア カシジミ 2♀ ♀  ウラクロシジミ 18

テングチヨウ 18  ヒオドシチヨウ leX 、アサギマダラ 1●
スジグロシロチヨウ 3♀ ♀
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風が強く、フジは峠前のプナの梢から下草 (ス スキ )に 降りていた。アカシジミは風   |

○石li貴重ilitti里螢尾
上
;:1「リキFi33]ツ

ト・
               |

フジミドリシジミ 7♂ ♂η♀  ウラクロシジミ ロ撃多数            |
これまで金沢市医王山において採卵はかなりされているが、フジの成虫は一度に 2け   ‐

たは採れてない由。 (百万石蝶談会猛者の談 :ナサケナイネエー )

○石川県金沢市医王山菱広峠 」un,23,1990                  1
アイノミドリシジミ 4♂ ♂1♀  フジミドリシジ 14ex             l
ウラクロシジミ ロ撃多数

○石川県金沢市医王山菱広峠 」un,24,1990
アイノ,エゾ,ジ ョウザンミドリシジミ tOtal ca。 9oex        l

―   フジミドリシジミ 13ex
O福島県河沼郡柳津町湯八木沢 」ul。 ,1,199o
キマダラルリツバメ 2♂ 01♀  クジャクチョウ 2exs
前夜より蝶談会の連中と出かけ、ポイントもわからず、帰る間際まで私だけ採れず。

最後 30分でやつと3頭がネツトでき、これで帰れる 一一一一 う。
○岐阜県吉城郡上宝村右俣谷滝谷 (標高 :1800m地点 )」 ul。 ,14,1990    1
タカネキマダラセセリ 5♂ ♂ (目 撃 )メ スアカミドリシジミ 2♂ 8       1
梅雨の晴間を突き入山するも、やはり夜半より雨となり、翌 (7/15)はかなりの増
水に早々に退散。ポイントは狭く、他の発生場所ヘアプローチは容易でない。

○長野県南安雲郡安雲村白骨温泉 」ul。 ,22,1990              1
オオイチモンジ 182♀ ♀ (目 撃 )シータテハ 2ex               l
クロヒカゲ 18  クジヤクチョウ leX  ヒメキマダラヒカゲ  1♀      |
モンキチョウ 1♂   コミスジ η♀  コヒョウモンモドキ 1♂

vヽノ    本年はオオイチの発生量が多く、 7/14に はかなりの個体が見られた由。ザンネン !

○岐阜県吉城郡上宝村右俣谷滝谷 (標高 :1800m地点 )」 ul。 ,2991990
クモマベニヒカゲ 7♂ ♂1♀ (目 撃 ) べニヒカゲ多数日撃
タカネキマダラセセリ 2♂ ♂1♀ (目 撃 )
2週間前と同様に入山。タカネキマダラにはやはり少し時期遅し。           |

○福丼県大野郡和泉村下大納早稲谷 Aug。 ,5, 1990
クロシジミ 3♀ ♀       トラフシジミ 2ex
クロシジミにも遅く、この時期は他にもめばしいものはなく、暑い一日であつた。

○石川県石川郡白峰村大杉谷 Aug。 , lo,199o
ムモンアカシジミ 1♀
1984年 8月 、石川県では実に26年ぶりに当地で会員 (松田俊郎氏 )に より採集された。

ワ
′



○青森県東津軽郡うまみや村竜飛崎屏風岩 Aug。 ,19,1990
ゴマシジミ 2♂ ♂1♀   クジヤクチヨウ lex  モンキチヨウ 18

ついでが無ければ竜飛くんだりまで行かないが、それにしても金沢からは遠かつた。

竜飛崎の澄台付近の斜面でネツトを振つたが、当日は日曜日と重なり、観光客が多い

のと風が強烈であり、成果上がらず。

○長野県上水内郡戸隠村戸隠奥社～戸隠牧場 Aug。 ,28,1990

キベリタテハ 3ex      ミドリヒヨウモン 1♀

最近、このキベリの人気が割合いに高いらしい。そうなると、採つてみたくなるのが

人情である。20年ぶりに本種をネツトしてみたが、戸隠のどこがポイントであるか

もわからず、親子 4人で歩き疲れた。

○マレーシア Dec。 ,27,1990～ 」an。 ,7,1991

採集品の整理もまだ当然終わつていないので、この詳細については別の機会に報告し

たい。でも、キャニパルダスオオイナズマ 4♂ ♂ (ビ ツカビツカ)を採ちゃた。

(HARUKI SASHIDA 〒920 金沢市材木町 8の 3)

東京都都心部に於けるムラサキシジミの記録
仰

最近になってウラギン・ ムラサキシジミの分布拡大が指摘されている。例会の時にも時
折話を聞くが、東京都八王子市・武蔵野市・稲城市などでのウラギンシジミ・ ムラサキシ
ジミの目に付く回数が増えたとのことである。そこで筆者は東京都の都心部でムラサキシ

ジミの発生を確認できたので報告しておきたい。         
｀

【データ】 ムラサキシジミ Narathura iaponica
東京都港区有栖川公園
1990-7-20   男早化売愛1窒言召
7-21 4幼虫 (3頭 2齢、 1頭 3齢)採集
730 3幼 虫 (1頭 3齢、 2頭 4齢)採集
8-3  5卵 。3幼虫 (全て初齢)確認・ 1♀ 目撃

なお飼育を一部手伝って頂いた須藤 正弘氏に感謝する。その後数を増す秋期になって
も一頭も見られず、やはり放浪してきた♀による一時発生だったのかも知れない。

(MOTOKI SAITO 〒180東京都武蔵野市中町2-16-1-601)
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白山に於けるクモマベニヒカゲの観察記録

斉藤 基樹

自山におけるクモマベニヒカゲの記録は少ないようで、具体的な記録は三上 (1988)
以外僕は知らない。そこで観察記録を報告しておく。

(データ) クモマベニヒカゲ Erebia ligea  l.♀ 観察
石川県石川郡自峰村白山 【展望歩道】

1990-7-28

急斜面のイワオウギの花に静止していた個体で、極めて新鮮な♀であった。当地は
特別保護区でもあり、他の登山客も多く、殊念ながら採集はできなかった。計 3日程
周辺を歩いた力ヽ 他の場所 (南竜ケ馬場周辺、室堂～御前峰)では見られなかった。

キベリタテハの 10月 中旬の観察記録
斉藤 基樹

キベリタテハは通常10月初旬まで山地で見られ、その後一部の個体が里降りし、他
の個体はそのまま越冬すると本には書かれているが、僕は以下のように複数の個体を

観察したので、珍しいものと思い報告する:

(データ) キベリタテハ Nymphalis antiopa  のべ10頭観察
_ヽノ       新潟県南魚沼郡守門村 【青雲岳】山頂

1990-10-12

当日は天気も良くて大変暖かい、というよりは「暑い」位であり、山頂の木道で昼

寝をしていたら顔が焼けてしまった程であった。キベリは夏の採集期のもののように

のんびりとしておらず、極めて敏感で、飛び方も速かったのが面白い。近くで観察で

きた一頭は、ややスレてはいるものの完品であった。また同時にクジャクチョウ、ア

カタテハも各一頭ずつ観察しており、こオしらのタテハチョウは越冬態勢に入っていた

ものが、あまりの暖かさにうかれて出てきたものと思われた。

(MOTOKI SAITO 〒180東京都武蔵野市中町2-16-1-601)
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多摩川上流のチヤマダラセセリ調査報告
遠藤 茂

1968年 4月 21日 、多摩川上流の塩山市落合で福田晴男氏によって採集された 1♀が、

今までに唯一の多摩川水系での記録である。

畿凍村
ン́′
/⌒、_V⌒

~`｀
｀
＼    /｀
ヽ /

ゴールデンウイークは車も大渋滞するし、富士山麓でチャマダラセセリの生態を十分

観察していることもあり、東京都の蝶のまとめもあり、いくつもの条件から4～ 5月 の

ターゲットは絞り込まれていたのである。

1990年 5月 13日、早過ぎるくらいならむしろ成虫には遅くとも幼虫や卵を狙える方が

ましと考えて今回の調査となったのであつた。標高から考えても、福田氏の記録はむし

ろ例外的に早いと思われる。

さて、記録のある落合は、多摩川の本流に高橋川が合流する地点であるので、川沿い

に高橋の部落近辺を徹底的に調べてみた。当日は朝のうちは少々雲が多く、気温も余り

上がらなかったのだが、 9時過ぎからは、日が差し始め、気温もグングン上昇、まずは

絶好の調査日和となつた。

部落付近の道路脇には、エルタテハが舞い立ち、日標のキジムシロ、ミツパツチグリ

なども多く、特に人家がなくなったあたりの伐採地にはこれらの黄色いジュータンがそ

こここに見られ、あのなつかしいシロハナノヘビイチゴの白いかれんな群落までもが見

られた。

約 2時間、回れるだけ回るが、チャマダラセセリは見当たらなかった。時期的には、

食草の花の咲き具合からみて、最盛期と判断した。念の為、更に 1時間をかけて葉っぱ

着杵ャ



をウラノウラまでひっくり返してみた。あきらめ切れないので、その後大切峠の黄色の

ジュータンでも粘ってみたが完敗であった。

(採集品 リス ト)

1、 モンキチ ョウ

2、  Pierls sp.

3、 ミドリヒョウモン

4、 エルタテハ

5、 ミヤマカラスアゲハ

6、 ミヤマセセ リ

7、 ル リシジミ

8、  トラフシジミ
9、 ホソツヤルリクワガタ

10、 ミヤマセセリ

なを、高橋の人家付近のアンズの花に甲虫が多く飛来しており、

メツキが多かった。

多数目撃

多数日撃

l ex.

l ex.多数日撃

l ex。 多数目撃

2 ex.

l ex.

1♀

1♂  (幼虫 5 ex。 )

1♀

以上、高橋の部落。

9、 10、 大切峠。

特に、ダイミョウコ
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(SHIGERU ENDO 〒 187小平市小川東町 2-13-7-201)

|



キリシマミドリシジミの幼生期について
遠藤 茂

ミドリシジミ類の幼生期については、しばらく前の、採卵ブームの時に、産卵位置や

部位についてかなりのことが判明している。しかし、一通りみんなの標本箱に行き渡
っ

てしまうとともに、やや忘れられた感がある。特に、キリシマミドリシジミの孵化率の

悪さは、かなりの人を苦しめたような気がする。幼虫で採集することができると飼育の

手間が省けるだけでなく、冬の寒さや、採集シーズンの天気の悪い日を活用するという

なかなか中年には魅力的な要素が多い。一方で、幼虫の寄生率とか、採集のやり易さと

いうのが気になるところである。

まず、寄生率のことであるが、過去に何回か試みているが、いわゆる巣を作る仲間は

ほとんど幼虫時代には寄生を受けないと思われる。箱根での数百頭に上るキリシマミド

リのなかで、いまだに見たことがないのである。

次に、幼虫の巣であるが、これは論より証拠。一度やってみれば良く分かるが、これ

ほど簡単なものはない。卵と違って、かなり高いところでもよく見えるので、無駄に木

登りをすることが、極めて少ないのも有り難い。

1990年 と91年、箱根と丹沢で観察してみて気がついたことを述べてみる。

野外での孵化期は、余り報告がないが、90年の箱根では、 5月 29日 には卵はまったく

見つからず、幼虫も3令が10%位で、ほとんどが終令もしくはド終令であったので、一

部はすでに蛹になっていたと思われる。羽化した成虫はオス、メスが半々でまあ普通で

ある。

91年の丹沢では、 5月 20日 にアカガシの芽が吹いていないものから、かなり葉の開い

ているものまで差が大きかつた。予想通り、芽が吹いていないものからは、卵が見つか

り、葉の開いたものからは終令幼虫がみつかつたのである。野外でもキリシマは孵化期

がバラバラだといつていいと思う。やはり卵の中の幼虫は、アカガシの芽吹きを敏感に

感じることができると考えるのが自然であろう。

クワガタ類の蛹化期について
遠藤 茂

1990年 8月 18日 、塩山市泉水谷でルリクワガタとツヤハダクワガタの蛹などを観察 し

た。終令 10、 前蛹 35、 蛹62で あったので報告しておく。

(SHIGERU ENDO 〒187小平市小川東町 2-13-7-201)
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都内のミドリシジミ類の記録
遠藤 茂

都内では一部の雑誌に採集記録が載るものの、全体的に多くの記録が埋もれているも

のと思われるので、つたないものであるが、報告しておくことにする。

オオミドリシジミ

28幼虫  八王子市加住町  10-Ⅳ -1990
45幼虫  八王子市大目 19-― IV-1990

82幼虫  八王子市長房町  23-Ⅳ -1990
75幼虫  東村山市狭山緑地 24-Ⅳ -1990
20幼虫  八王子市西寺方町 25-Ⅳ -1990
126幼虫 青梅市大荷田 6-V-1990
ゴールデン・ ウイークには、終令が多く、葉をボロボロにしているので、大変見つけ

易い。採集したのは、いずれも約 1時間ほどである。

友人のH君が、ミドリシジミ類に熱を入れているので、オオミドリの B型を出そうと

少しお手伝いのつもりでやってみたが、やはり採集数が少ないので、幻になってしまっ

た。

ウラキンシジミ

8幼虫  八王子市美山町  25-Ⅳ -1989
4幼虫  八王子市西寺方町 26-Ⅳ -1989
20幼虫  八王子市美山町  18-Ⅳ -1990
秩父地方のような裏面が濃色になるタイプは出ないようである。

フジミドリシジミ

2卵   八王子市高尾山  1-Ⅳ -1990
東京都の調査におつき合いして、ギフチョウを捜すも、見つからず。

アカシジミ

3幼虫  東村山市狭山緑地 24-Ⅳ -1990
2幼虫  青梅市大荷田   6-V-1990

(SHIGERU ENDO 〒187小平市小川東町 2-13-7-201)

[編集後記 ]

今回も、遅れに遅れてしまいましたが、何とかお届けできました。自身が、転勤とい

うこともあり、春先はイマイチ調子が出ませんでしたが、皆様も御自愛下さい。

原稿のほうもよろしくお願いします。 (遠 藤 )

⌒
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